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はじめに

本研究では、近年の経営学における潮流
であるデザイン・ドリブン・イノベーショ
ンを実践することで、富山県呉西圏域の
ソーシャルデザインを構築し、自治体運営
に実践適用することで研究分野の深化のみ
ならず、実践的な取組みを実施することで
自治体運営におおけるイノベーションを促
すことを最大の目的とした。



デザイン・ドリブン・イノベーションとは

新しい意味を
提示する

Listening Interpreting Addressing

つながりにおい
て新しい意味を
解釈する

周りの人々と
つながりをもつ

デザイン・ドリブン・イノベーションとは、「製品の特徴ではなく意味を
考え、改良ではなく革新的な変化を探求し、既存のニーズを満足させるの
ではなくビジョンを提案することでイノベーションを追求すること」であ
る。つまり、イノベーションを生み出す組織は、短期的な収益の確保のみ
を目指した利己的な行動ではなく、様々な分野に属する人と協働すること
により、長期的で持続的なイノベーションを追求することができる。



研究の目的と枠組み

１
ソーシャル
デザイン

２

エコシステム

３

地域経営学

SDGs

事例研究・実践



実践 １



立教大学・中村教授による基調講演 JSOL・三尾氏による事例紹介

ワークショップの実施



実践 ２





実践成果



実践成果





提言

１．SDGsを共通言語として融合

２．高等教育機関の連携構築による有効
活用

３．ソーシャルデザインの構築に伴う
イノベーション創出に向けた「機会」と
「方法」の醸成
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